
(1) 考え方

〇 現在、当社が保有する車両８両については、機関換装工事等の延命対策を講じている

ものの、いずれも製造から４０年以上が経過しており、老朽化が著しい状況にある。

〇 今後当社が将来にわたり、地域公共交通機関として沿線住民の移動手段を維持すると

ともに、安全で安定的な運行を確保するためには車両の更新が不可欠であり、車両の現

状や更新に要する期間を踏まえると、早期に着手する必要がある。

〇 車両の製造には、仕様の検討をはじめ、メーカー発注から納品に至るまでに約４年程

度の期間を要することが想定されるとともに、納品後の公式試運転や社員養成に必要な

期間を含めると、全体で約５年程度を要することが見込まれている。

(2) 導入スケジュール

導入スケジュールについては、車両製造期間や運転士等の養成期間などに加えて、現行

車両の検査スケジュール、車両メーカーの受注体制、および車両検査体制等を踏まえ、現

時点では下記スケジュールを想定している。

【車両導入スケジュール（案）】

令和８年度 方針決定、仕様協議およびメーカー選定

令和９年度 契約・発注

令和12年度 完成・納車、試運転等

令和13年度 運用開始
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(1)更新車種について

検討の結果、

①ＪＲ北海道では、キハ40の気動車の置き換え用として、Ｈ100形車両を導入していること

②ＪＲ北海道へ委託予定である車両検査は、ＪＲ北海道が所有していない車両の場合は、

資材・部品・設備の確保や技術面において、大きな課題があること

から、更新車両についてはＨ１００形として検討を進めたい。

【Ｈ１００形のその他の特徴】

・空調設備（冷房）装備など快適性の向上

・乗降ドアは押しボタンによる半自動ドアにより室内温度を維持

・バリアフリー対応トイレ、低床化によるホームとの段差縮小など利用者利便性の向上

・自動放送・ワンマン放送はインバウンドに対応

(2) 車両仕様について

・設計変更による費用増加やＪＲ北海道の検査体制等も考慮し、基本的な仕様はＪＲ北海

道の車両から変えずに対応したい。

・「ながまれ海峡号」などの観光列車としての利用を想定し、４列ボックスシートやテー

ブルの設置等についても検討したい。

・車両のラッピング等によるデザインについても検討したい。

(3) 車両数について

沿線人口の減少などによる通勤・通学利用者の減少を踏まえるとともに、車両更新費用

や維持管理費用を考慮し、７両を更新することで検討を進めたい。

現時点の情報に基づき、H100形車両７両を導入する場合の所要額を試算した。

車両本体費用 約46.1億円（消費税込み）

付属・改修費用 約 1.3億円（消費税込み）

その他（検査体制整備等） 約 1.7億円（消費税込み）

２ 更新車両について

現行車両 キハ40形 更新候補車両 H100形

動力 気動車 電気式気動車

車体 普通鋼 軽量ステンレス

空調・
冷房装置

送風ファンのみ 空調装置（冷房・暖房）

トイレ 和式トイレ
バリアフリー対応トイレ
（車いす対応洋式トイレ）

車いす
スペース

なし あり

３ 更新費用について

※今後、車両メーカーに正式な見積を取ること、また関係者との協議、車両の仕様検討、
物価変動、社会情勢等によって変動の可能性がある。
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